






Ⅰ.川崎病における不整脈の頻度と実態

対象および方法:川崎病と診断された患児で 6 病週までの間に 3 回以上 ECG を

記録した 28 例,心電図総数 109 枚につき不整脈の頻度を検討した。

結果:(表 1)上室性期外収縮の 1 例は 28 病日に冠動脈造影をおこない多発性冠

動脈瘤を認めた。心室性期外収縮の 1 例は 45 病日に冠動脈造影をおこない異

常を認めなかった。上室性頻拍と補充収縮は同一例で 2カ月目に冠動脈造影を

おこない異常を認めなかった。1 度房室ブロックと冠動脈異常の関係はみられ

なかった。


